


平
成
１７
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月

定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
平
成
１７

年
度
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
編
成
を

行
い
ま
し
た
。
市
税
と
共
に
市
の
収
入
に

占
め
る
割
合
の
大
き
い
「
地
方
交
付
税
」

は
、
最
終
的
に
１６
年
度
並
み
の
水
準
を
維

持
で
き
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
１９
年

度
に
は
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
と
税
源

移
譲
に
伴
う
税
制
改
革
な
ど
に
よ
り
、
歳

入
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
財
源
の
確
保
と
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
平
成
１７
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、

６
月
２０
日
の
合
併
を
控
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
や
ご
み
・
し
尿
処
理
の
経
費
を

合
併
期
日
ま
で
計
上
し
、
合
併
後
の
経
費

は
６
月
２０
日
に
専
決
処
分
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
予
算
全
体
の
概
要
と
主
な

施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

歳

入

財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
固
定

資
産
税
が
若
干
伸
び
て
い
ま
す
が
、
法

人
市
民
税
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
総
額

は
前
年
度
と
比
べ
６
、
８
０
０
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
ほ
ぼ
前
年

並
み
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、

６
月
２０
日
の
合
併
を
控
え
、
合
併
後
の

広
域
市
町
村
圏
組
合
関
連
経
費
本
市
分

１４
億
９
、
１
０
０
万
円
は
、
合
併
関
連

予
算
と
し
て
専
決
処
分
す
る
予
定
で
、

「
専
決
処
分
の
財
源
調
整
と
し
て
地
方

交
付
税
の
計
上
を
保
留
」
し
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
１２
億
３
０
０
万
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

出

地
域
性
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
向
け

た
環
境
保
全
対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
、
景
気
浮
揚
対
策
、
雇
用
対
策
な
ど

に
十
分
配
慮
す
る
と
共
に
、
生
活
関
連

や
生
活
基
盤
、
継
続
事
業
で
あ
る
公
園

新
設
事
業
な
ど
に
も
重
点
的
に
配
分
し

ま
し
た
。

ま
た
、
経
費
全
般
を
見
直
す
こ
と
に

よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
配
分

に
心
掛
け
ま
し
た
。
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１６年度当初予算額

２２９億７，８３５万円
５７億２４万円

６０億２，１９６万円
４１億１３９万円
６億５，８１１万円
３，６６０万円
２，１６０万円

４億２，４９４万円
４，７２０万円
６，８７５万円
２，９２６万円

６億５，０３１万円
１，１９１万円

１７億９，８５９万円
１９５億７，０８６万円

２７５万円
３万円

２，０５２万円
８８万円
４９万円
１４９万円
２，６１６万円

１９５億９，７０２万円
７７億７，４９６万円
２３億６，８９７万円
５，８９０万円
０万円

１０２億２８３万円
５２７億７，８２０万円

１７年度当初予算額

１９５億４，７００万円
５８億７，６５６万円
６０億１，２９０万円
４１億９，９２４万円
６億７，３１０万円
３，８１９万円
２，１３０万円

４億５，１１８万円
４，５３７万円
９，１７５万円
２，９３１万円
６億２７０万円
１，１５３万円
０万円

１８０億５，３１３万円
１４２万円
３万円

１，４４４万円
８７万円
４４万円
１５８万円
１，８７８万円

１８０億７，１９１万円
８８億８，６２０万円
２５億３，２３２万円
５，７３６万円

２０億１，４６９万円
１３４億９，０５７万円
５１１億９４８万円

区 分

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
休日夜間急患センター
公設総合地方卸売市場
農 業 集 落 排 水 事 業
公 営 駐 車 場 事 業
温 泉 開 発
奨 学 資 金
都 市 計 画 事 業
土 地 取 得
下 水 道 事 業

小 計
上 川 沿
下 川 沿
片 山
川 口
餅 田
立 花
小 計

計
病 院 事 業
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
下 水 道 事 業

計
合 計

財

産

区

特

別

会

計

企

業
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ひ
と
、自
然
、産
業
が
融
和
し
た

市
民
協
働
の
ま
ち�
お
お
だ
て
�の
実
現
に
向
け
て

当初予算の概要

予
算
総
額
は
５
１
１
億
９
４
８
万
円

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
１
９
５
億
４
、７
０
０
万
円

予
算
総
額
は
５
１
１
億
９
４
８
万
円

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
１
９
５
億
４
、７
０
０
万
円

会 計 別 予 算 総 括 表



一
般
会
計

主
に
市
税
を
も
と
に
、
市

が
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
の
会
計
で
す
。

特
別
会
計

特
定
の
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
歳
入
と
歳
出
を
一
般
会
計
と
区

別
し
て
経
理
す
る
場
合
に
、
法
律
や

条
例
に
よ
っ
て
設
置
す
る
会
計
。
本

市
で
は
、国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険

な
ど
１３
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

企
業
会
計

地
方
公
営
企
業
の
会
計
で
、

独
立
採
算
が
原
則
。
収
益
と
費
用
の

発
生
を
記
帳
の
基
準（
発
生
主
義
）に

す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い
て

は
、経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、そ
の

経
営
成
績
と
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。本
市
で
は
、病
院
事
業

な
ど
４
つ
の
企
業
会
計
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

義
務
的
経
費

人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費

投
資
的
経
費

建
設
事
業
な
ど
社
会
資

本
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
で
、
道

路
、
学
校
な
ど
の
整
備
経
費

依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

自
主
財
源

市
が
単
独
で
賄
う
こ
と
が

で
き
る
お
金

専
決
処
分

条
例
の
制
定
や
予
算
の
決

定
な
ど
に
お
い
て
、
議
会
が
成
立
し

な
い
場
合
や
議
会
を
招
集
す
る
時
間

が
な
い
場
合
な
ど
に
、
市
長
が
議
会

に
代
わ
っ
て
処
分（
決
定
）す
る
こ
と

で
す
。

伸率

（％）

△２．５

△１９．６

０．０

△３４．０

△１０．２
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△３４．６

△６９．７
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６３９．０

０．０

△１４．９

１６年度当初

予 算 額

２億７，６２２万円

２７億１，３４２万円

５７億８，０３１万円

２０億２，９４２万円

８，７５５万円

６億５，３９７万円

７億８，１１３万円

３８億６，９６４万円

９億２０８万円

２２億９４８万円

０万円

３５億３，２９４万円

１億１，２１９万円

３，０００万円

２２９億７，８３５万円

１７年度当初

予 算 額

２億６，９３９万円

２１億８，１３７万円

５７億８，２４７万円

１３億３，９１６万円

７，８６４万円

５億９，１２７万円

７億７，６０４万円

２５億３，０６６万円

２億７，３２４万円

２２億１，６５４万円

８１万円

２６億４，８３１万円

８億２，９１０万円

３，０００万円

１９５億４，７００万円

区 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

財
政
用
語

一般会計予算総括表（歳出）

ひ
と
く
ち
解
説

一般会計当初予算性質別構成比

歳 入

歳 出

平成１７年度予算
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６
億
４
、７
０
０
万
円

４
億
７
、３
０
０
万
円

２
０
１
億
５
、１
０
０
万
円

生
涯
に
わ
た
り
、

多
様
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る

教
育
文
化
都
市

○
学
校
教
育
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実

・
小
、
中
学
校
耐
震
化
優
先
度
調
査
費

１
、
０
０
６
万
円

・
小
、
中
学
校
改
修
工
事
、
修
繕

４
、
８
９
２
万
円

・
小
、
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備

活
用
事
業

４
、
６
８
０
万
円

・
奨
学
資
金
貸
付
金

２
、
９
１
６
万
円

○
生
涯
学
習
の
推
進

・
市
民
大
学
講
座
、
専
門
講
座
開
催
費

な
ど

７６
万
円

・
公
民
館
の
事
業

８
４
８
万
円

○
文
化
財
の
保
護
、
芸
術
・
文
化
の
振

興
・
清
水
川
男
神
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

１
、
２
８
７
万
円

・
市
民
文
化
会
館
の
運
営

８
、
７
０
０
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興

・
第
６２
回
国
民
体
育
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
負
担
金

９
６
０
万
円

・
樹
海
ド
ー
ム
の
運
営

１
億
１
、
０
０
０
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

・
ま
ち
づ
く
り
団
体
補
助
金

９８
万
円

○
国
内
外
交
流
の
促
進

・
外
国
人
へ
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

８６
万
円

・
国
際
交
流
事
業
参
加
者
助
成
金７０

万
円

農
林
業
の
経
営
基
盤
が
充
実
し
、

自
立
し
た
農
林
業
都
市

○
農
業
の
振
興

・
寺
の
沢
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業

２
、
３
３
３
万
円

・
十
二
所
北
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

２
億
６
、
１
０
１
万
円

・
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
費

２
、
９
７
５
万
円

○
林
業
の
振
興

・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
（
花

矢
線
）

２
、
３
９
６
万
円

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事

業

１
、
５
８
０
万
円

・
集
成
材
加
工
施
設
導
入
支
援
補
助
金

１
、
８
４
４
万
円

保保
健健
・・
医医
療療
・・
福福
祉祉
のの
充充
実実
にに
よよ
りり
、、

多多
様様
なな
ニニ
ーー
ズズ
にに
応応
ええ
るる

総総
合合
福福
祉祉
都都
市市

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

・
総
合
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業１

８
０
万
円

○
保
健
・
医
療
の
充
実

・
母
体
健
康
増
進
支
援
事
業
（
妊
婦
検

診
費
の
助
成
拡
大
な
ど
）

１
、
０
８
５
万
円

・
基
本
検
診
と
が
ん
検
診

９
、
８
５
２
万
円

・
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
運
営

３
、
８
１
９
万
円

・
市
立
総
合
病
院
の
医
療
機
器
、
施
設

な
ど
の
整
備

３
億
円

・
市
立
総
合
病
院
増
改
築
事
業

３
億
４
、
５
４
５
万
円

・
国
民
健
康
保
険
医
療
給
付
費

４０
億
８
、
２
９
１
万
円

・
介
護
保
険
給
付
費

４１
億
２
、
５
７
１
万
円

・
老
人
医
療
費

５９
億
６
、
７
７
２
万
円

○
社
会
保
障
・
高
齢
者
社
会
の
充
実

・
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア
管
理
委
託
費

１
億
２２
万
円

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
章
園
の
運
営

１
億
６
、
１
２
８
万
円

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
（
つ
く
し
苑
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
大
滝
）

５
億
８
、
４
２
９
万
円

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

３
、
１
４
９
万
円

・
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
な
ど

２
、
１
５
６
万
円

・
障
害
者
福
祉

７
億
７
、
４
７
７
万
円

・
児
童
、
母
子
父
子
福
祉

８
億
３
１
３
万
円

・
生
活
保
護
扶
助８

億
６
、
５
８
３
万
円

・
高
齢
者
バ
ス
補
助
券
交
付
事
業

１
２
５
万
円

・
敬
老
会

１
、
７
３
８
万
円

○
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
の
充
実

・
児
童
扶
養
手
当
扶
助
費

２
億
４
、
７
９
８
万
円

・
児
童
手
当
扶
助
費

２
億
８
、
２
７
０
万
円

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
（
第
１

子
０
歳
児
と
第
３
子
以
降
の
保
育
料

免
除
な
ど
）

７
、
５
９
５
万
円

・
乳
幼
児
医
療
扶
助

１
億
２
、
０
３
２
万
円

・
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

（
病
後
児
保
育
）

４
３
９
万
円
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７
億
円

４４
億
６
、２
０
０
万
円

２
億
６
、１
０
０
万
円

新
し
い
産
業
を
核
と
し
、

雇
用
の
確
保
と
市
民
所
得
の
増
大
を
図
る

活
力
あ
る
産
業
都
市

○
産
業
の
振
興
・
助
成

・
中
小
企
業
融
資
の
あ
っ
せ
ん
等
保
証

料
補
給
金

１
、
８
０
０
万
円

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
・
商
業
の

振
興

・
商
業
活
力
再
生
事
業
費
（
旧
商
店
街

空
き
店
舗
対
策
事
業
）

４９
万
円

○
雇
用
、
就
労
の
促
進

・
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金

１
億
円

・
金
融
対
策
の
預
託
金

４
億
３
、
０
０
０
万
円

○
観
光
、
物
産
の
振
興

・
湯
夢
湯
夢
の
里
管
理
費

５
、
６
４
４
万
円

・
物
産
の
振
興

７
３
４
万
円

環
境
に
配
慮
し
た
、

美
し
く
住
み
よ
い

環
境
都
市

○
市
街
地
整
備
の
促
進

・
公
営
駐
車
場
の
運
営４

、
５
３
７
万
円

・
御
成
町
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

９
６
１
万
円

○
住
環
境
の
整
備

・
公
園
新
設
事
業
（
高
館
公
園
、
樹
海

公
園
）
ほ
か

１１
億
４
、
５
３
０
万
円

・
水
道
の
整
備

９
億
１
、
９
５
２
万
円

・
公
共
下
水
道
の
整
備

５
億
６
、
２
０
６
万
円

○
道
路
・
河
川
・
情
報
通
信
の
整
備

・
道
路
の
舗
装
、
補
修
、
側
溝
の
改
良

工
事

１
億
２
４
０
万
円

・
有
浦
東
台
線
道
路
整
備
事
業

５
億
３
、
４
７
８
万
円

・
大
館
国
際
情
報
学
院
周
辺
道
路
整
備

事
業

２
、
５
０
８
万
円

・
大
館
能
代
空
港
の
利
活
用
促
進

２
１
４
万
円

・
二
井
田
真
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
補
助
金

９
３
１
万
円

○
地
球
環
境
の
保
全
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進

・
ご
み
収
集
業
務
委
託

１
億
５
、
３
３
２
万
円

・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

２
、
６
９
５
万
円

・
資
源
ご
み
回
収
、
ご
み
減
量
化
対
策

事
業

１
、
１
８
６
万
円

○
地
域
防
災
・
安
全
の
充
実

・
消
防
団
の
活
動

５
、
２
９
１
万
円

・
災
害
対
策

１
、
０
０
６
万
円

・
交
通
安
全
対
策

１
、
４
５
６
万
円

・
防
犯
対
策

２
、
８
９
４
万
円

そそ
のの
他他

○
合
併
に
向
け
て

・
大
館
市
比
内
町
田
代
町
電
算
統
合
事

業

１
億
２
、
１
４
７
万
円

・
庁
舎
改
修
事
業

２
、
４
８
６
万
円

○
そ
の
他

・
秋
田
県
知
事
選
挙
の
経
費

２
、
２
１
６
万
円

・
広
報
誌
の
発
行

１
、
４
６
８
万
円

・
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解
消
事
業
（
茂

内
水
沢
地
区
）

３
７
３
万
円

民
生
費

８
８
、２
４
９
円

計 ２９８，３１８円

公
債
費

４
０
、４
１
７
円

土
木
費

３
８
、６
２
２
円

教
育
費

３
３
、８
２
８
円

総
務
費

３
３
、２
９
１
円

衛
生
費

２
０
、４
３
８
円

商
工
費

１
１
、８
４
４
円

農
林
水
産
業
費

９
、０
２
４
円

消
防
費

４
、１
７
０
円

そ
の
他

１
８
、４
３
５
円

市
民
１
人
当
た
り
の

１７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額※６５，５２４人（平成１７年３月１日現在の人口）で換算

平成１７年度予算

広報大館２００４．４．１�



昭
和
５３
年
か
ら
平
成
１４
年
ま
で
、
６
期
２４
年
間
に
わ

た
り
大
館
市
二
井
田
財
産
区
議
員
を
務
め
、
平
成
２
年

か
ら
は
同
財
産
区
の
副
議
長
に
就
任
。
議
長
を
補
佐
し
、

会
の
円
滑
な
運
営
と
財
産
の
適
正
な
管
理
運
用
に
努
力

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
営
二
井
田
工
業
団
地
、
県

営
大
館
第
２
工
業
団
地
の
造
成
に
際
し
、
積
極
的
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
よ
り
、
大
館
市
発
展
の
核
と

な
る
企
業
立
地
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
４
年
か
ら
１２
年
間
、
二
井
田
真
中
土
地

改
良
区
の
理
事
長
と
し
て
、
各
種
農
業
基
盤
整
備
の
進

展
及
び
地
域
農
業
経
営
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３３
年
に
鎌
田
曲
物
工
芸
を
設
立
、
以
来
現
在
に

至
る
ま
で
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
大
館
曲
げ

み
ず
さ
し

み
ず
つ
ぎ

わ
っ
ぱ
の
伝
統
的
技
術
・
技
法
、特
に
「
水
指
・
水
次
」

製
品
の
研
究
に
努
め
、
業
界
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
。

き

じ

ま
た
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
木
地
製
作
の
技
術
指
導

に
尽
力
し
、
地
域
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
曲
げ

わ
っ
ぱ
教
室
で
も
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
普
及
宣
伝
に

努
め
て
い
ま
す
。

せ
っ
さ
た
く

ま

さ
ら
に
、
自
ら
の
技
術
向
上
へ
の
切
磋
琢
磨
に
加
え

て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
伝
統
工
芸
士
会
の
役
員
と
し
て

会
の
運
営
や
産
地
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
地
道
な
活
動

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
館
市
功
労
者
表
彰
は
、
市
勢
の
発
展
、
社
会
福
祉
増
進
、

産
業
の
振
興
、
保
健
衛
生
の
向
上
な
ど
、
広
く
市
民
の
模
範

と
な
る
功
労
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
４
月
１
日
（
市
の
記
念
日
）
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今

年
度
は
次
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

昭
和
２８
年
か
ら
５０
年
以
上
に
わ
た
り
、
家
畜
の
診
療

や
病
気
予
防
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
に
携
わ
り
、
県
内
の

獣
医
師
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
牛
の
繁
殖
栄
養
障
害
検
査
や
鹿
の
繁
殖

管
理
な
ど
を
依
頼
し
て
い
る
ほ
か
、
家
畜
防
疫
、
人
工

受
精
、
飼
養
環
境
の
整
備
な
ど
に
力
を
尽
く
し
、
県
北

地
域
の
畜
産
農
家
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。
そ
の
豊
富
な
知
識
と
実
績
は
、
地
域
を
越
え
て

高
く
評
価
さ
れ
、
本
市
の
畜
産
業
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
は
、
合
併
を
控
え
、
２
段
階
の
予
算
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
２
段
階
の
予
算
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
４
月
か
ら
始

ま
る
通
常
ベ
ー
ス
で
の
大
館
市
の
予
算
と
、
６
月
２０
日
に
合
併
し
た
後
の
、

１
市
２
町
の
予
算
を
合
体
さ
せ
た
形
の
予
算
と
い
う
意
味
で
す
。
合
併
関

連
の
予
算
は
、
も
ち
ろ
ん
４
月
か
ら
の
通
常
予
算
に
も
一
定
程
度
の
も
の

は
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
合
併
す
れ
ば
今
度
は
こ
れ
ま
で
の
比
内
、
田

代
の
義
務
的
経
費
や
新
規
事
業
な
ど
を
含
め
、
新
「
大
館
市
」
と
し
て
合

併
特
例
債
を
使
う
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
っ
た

予
算
が
、
今
度
は
合
併
後
の
新
「
大
館
市
」
の
予
算
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
年
度
予
算
は
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
病
後

児
保
育
の
開
始
や
妊
婦
検
診
へ
の
補
助
、
「
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
」
の

配
置
な
ど
、
少
子
化
対
策
や
教
育
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
関
連
予
算
や
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
な
ど
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
部
分
は
、
苦
し
い
台
所
事
情
で
あ
っ
て
も
、
重
点
的

に
配
分
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
、
一
定
枠
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
行
財
政
改
革
は
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
通
常
経
費
や
補
助
金
な
ど
も
見
直
し
を
図
り
、
整
理
す
べ
き
も

の
は
整
理
し
、
こ
れ
か
ら
も
経
費
の
節
減
に
努
め
、
持
続
可
能
な
自
治
体

運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
向
上
に
努

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創
造
を
積
極
的
に
推
進
し
、
地

ま
い
し
ん

域
再
生
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
に
配
慮１７

年
度
予
算
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平
成
１７
年
度
大
館
市
功
労
者

長
年
の
功
績
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

No．２６８

市
長
リ
ポ
ー
ト

一

関

武
氏
（
館
・
７４
歳
）

成

田

功
氏
（
神
山
・
７７
歳
）

鎌
田
正
三
郎
氏（
立
花
１
区
・
７０
歳
）

一一関関 武武氏氏

鎌鎌田田 正正三三郎郎氏氏

成成田田 功功氏氏



種

別

�１
心
身
障
害
者
居
室
整
備
資
金

対
象
と
な
る
か
た

心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
４
級
、
療
育
手
帳
Ａ
）
に
該

当
す
る
か
た
、
ま
た
は
心
身
障
害

者
と
同
居
す
る
親
族
で
、
そ
の
か

た
の
所
有
す
る
住
宅
に
障
害
者
向

け
の
居
室
な
ど
を
増
改
築
す
る
か

た

�２
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

対
象
と
な
る
か
た

６０
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
す
る
親

族
で
、
そ
の
か
た
の
所
有
す
る
住

宅
に
高
齢
者
の
専
用
居
室
な
ど
を

増
改
築
す
る
か
た

貸
し
付
け
限
度
額

い
ず
れ
も
１
５
０
万
円

※
連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要
で
す
。

※
利
率
、返
済
期
間
、返
済
額
な
ど
、詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

市
役
所
�
４９
―
３
１
１
１

�１
は
福
祉
課
（
内
線
４
１
０
）

�２
は
長
寿
支
援
課
（
内
線
４
０
６
）

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
差
し
上
げ
ま
す

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

市
で
は
、
在
宅
で
、
寝
た
き
り
ま
た

は
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
な
ど
、
一

般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
か
た
が
、
通
院
時
に
使
用
で
き
る
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
月
２
枚
差

し
上
げ
ま
す
（
１
枚
に
付
き
１
、
５
０

０
円
を
超
え
た
場
合
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
に
限
り

ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
１
人
暮
ら
し
な
ど
で
、
特

に
健
康
面
で
不
安
の
あ
る
か
た
を
対
象

に
、
急
病
や
事
故
な
ど
の
緊
急
時
の
連

絡
に
便
利
な
緊
急
通
報
装
置
を
貸
し
出

し
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
に
限
り

ま
す
。
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
。

利
用
料
・
月
額
４
０
０
円

「
広
報
大
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
に
広

報
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
「
広

報
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、

紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
を
取
材
し
、
広

報
誌
上
で
リ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
在
住
で

高
校
生
を
除
く
１８
歳
以
上
の
か
た

リ
ポ
ー
タ
ー
の
内
容

広
報
編
集
会
議
へ
の
参
加
、
取
材
と

リ
ポ
ー
ト
の
執
筆
、
広
報
へ
の
提
言

や
情
報
提
供
な
ど

リ
ポ
ー
タ
ー
の
期
間
・
１８
年
３
月
ま
で

応
募
方
法

リ
ポ
ー
ト
し
た
い
事
柄
２
つ
と
そ
の

理
由
を
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
４
月
２２
日（
金
）消
印
有
効

応
募
先
・
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

「
広
報
大
館
」
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
係

問
い
合
わ
せ
先
・
大
館
市
総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

１６
年
度
の
「
広
報
大
館
」
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー
だ
よ
り

・「
自
然
の
恵
み
豊
か
な
田
代
町
」

小
畑
琢
磨
さ
ん
（
田
代
町
岩
瀬
）

・「
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
家

矢
立
峠

明
治
新
道
を
越
え
る
」

小
林
重
信
さ
ん
（
川
口
１
区
）

・「
子
供
た
ち
に

生
き
る
力
を
」

千
葉
暢
子
さ
ん
（
有
浦
４
丁
目
）

・「
ケ
ッ
コ
ー
！

な
比
内
町
」

田
中
由
希
子
さ
ん
（
天
下
町
１
区
）

・「
わ
か
っ
て
く
だ
さ
い
」

け
い
た
ん
ず

チ
ョ
コ
さ
ん

（
秋
田
桂
城
短
期
大
学
）

・「
介
護
ス
ト
レ
ス
を
吹
っ
飛
ば
せ
！
」

け
い
た
ん
ず

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

（
秋
田
桂
城
短
期
大
学
）

電話番号

�４７―７２２２

�４９―２５８８

�４６―２２１０

�４９―３２４４

�４８―６８００

�４９―３１１１
（内線４０６）

住 所

大館市十二所字大水口４―５
（特別養護老人ホームつくし苑併設）

大館市字三の丸１０３―４
（大館市社会福祉協議会内）

大館市花岡町字神山６―２
（特別養護老人ホーム神山荘内）

大館市片山町３丁目１４―１４
（大館介護センター内）

大館市下代野字中道南３６―９
（特別養護老人ホーム水交苑併設）

大館市字三の丸１０３―４
（長寿支援課内）

名 称

大館市在宅介護支
援センター大滝

大館市在宅介護支
援センターかつら

神山荘在宅介護支
援センター

光智会在宅介護支
援センター

水交苑在宅介護支
援センター

大館市基幹型在宅
介護支援センター

在宅介護の相談を受け付けています
高齢者の在宅介護へのあらゆる相談を受け付け、また、公的サービスの

申請手続きを家族に代わって行う申請代行もしています。

お申し込み、お問い合わせは在宅介護支援センターへ

リポーター募集

住住宅宅整整備備資資金金をを
融融資資ししまますす

広報大館２００５．４．１
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市
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４
月
１
日
、
こ
れ
ま
で
の
秋
田
桂
城

短
期
大
学
が
、
４
年
制
の
秋
田
看
護
福

祉
大
学
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
秋

田
看
護
福
祉
大
学
の
初
代
学
長
佐
々
木

英
忠
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

佐
々
木
学
長
は
、
阿
仁
町
の
出
身
で

す
。
秋
田
高
校
か
ら
東
北
大
学
医
学
部

へ
と
進
み
、
以
来
、
昨
年
１２
月
に
医
学

部
教
授
を
退
官
す
る
ま
で
、
一
貫
し
て

東
北
大
学
で
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
専
門
は
、
肺
な
ど
の
呼
吸
器
で
、

ぞ
う
け
い

特
に
高
齢
者
の
医
療
に
造
詣
が
深
く
、

日
本
呼
吸
器
学
会
や
日
本
老
年
精
神
医

学
会
な
ど
多
数
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
や
、
肺
炎
予
防

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
依
頼
が
全

国
か
ら
あ
り
、
多
忙
な
日
々
で
す
。

初
代
学
長
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い
ま

し
た
。
「
経
済
が
安
定
し
、
貧
困
か
ら

脱
し
た
現
代
社
会
で
は
『
健
康
問
題
』

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
健
康
問
題
は
病
院
、
医
者

が
扱
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

ふ
っ
し
ょ
く

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
は
や
払
拭

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
高
齢
者
向
け
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
家
事
援
助
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
転
倒
予
防
の
た
め

の
昇
降
運
動
や
身
体
の
機
能
回
復
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
福

祉
の
分
野
で
の
健
康
問
題
へ
の
対
処
が
、

今
後
重
要
視
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

看
護
福
祉
へ
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
全
国
的
に

も
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
無
い
に

等
し
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
こ
の

秋
田
看
護
福
祉
大
学
か
ら
全
国
に
向
け

て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
高
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
学
生
に
対
し
知
識
だ
け
を
身

に
付
け
て
欲
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

考
え
る
こ
と
を
大
事
に
し
、
自
分
で
考

え
る
力
を
養
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
教
官
自
身
が
技
術
や

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
生

自
ら
考
え
る
こ
と
を
学
ば
せ
る
方
法
を

身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

そ
れ
を
慕
っ
て
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て

来
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
大
学
に
な
る
よ

う
、
私
た
ち
教
官
自
身
の
意
識
改
革
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
県
内
ば
か
り
で
は
な

く
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
だ
ま
だ
発
達
途

中
の
学
生
た
ち
を
、
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」。

学
長
へ
の
就
任
が
決
ま
り
、
久
々
に

阿
仁
町
を
訪
れ
た
ら
「
雪
が
１
・
６
ｍ

ほ
ど
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
大
館
は
５０

�
ぐ
ら
い
で
し
た
。
仙
台
で
の
暮
ら
し

が
長
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ぐ
ら
い
積

も
っ
て
い
る
の
を
見
る
の
は
久
し
ぶ
り

で
し
た
。
故
郷
の
風
景
に
は
一
種
の
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
と
か
。

趣
味
は
健
康
の
た
め
に
始
め
た
と
い

う
、
ゴ
ル
フ
。
か
つ
て
は
ス
キ
ー
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
し
ば
ら
く

遠
ざ
か
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
ス
キ
ー

場
が
た
く
さ
ん
あ
り
、ま
た
、秋
田
看
護

福
祉
大
学
に
は
指
導
員
の
資
格
を
持
っ

た
職
員
も
い
る
の
で
「
ま
た
始
め
て
み

よ
う
」
か
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
大
館
に
来
て
日
が
浅
い
た
め
、
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け
市
内
や
周
辺

地
域
に
出
て
歩
き
、
自
分
の
肌
で
こ
の

風
土
を
感
じ
て
、
大
館
に
根
差
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

所属学会
日本老年医学会理事長 日本老年学会 理事
日本呼吸器学会 理事 日本東洋医学会
日本臨床生理学会 理事 日本老年精神医学会 理事

ち ほ う

日本痴呆学会 評議員 日本内科学会 評議員

委 員
文部科学省 日本学術振興会専門委員会

（平成６年～７年、平成１４年～）
厚生労働省 中央じん肺審査医

（平成５年～）
厚生労働省 長寿科学総合研究事業事前評価委員

（平成１３年～）
厚生労働省 ２１世紀型医療開拓推進事業評価委員

（平成１３年～）
臨床薬理研究振興 選考委員

（平成７年～）
かなえ医薬振興財団 選考委員

（平成７年～）
がん

日本学術会議 癌・老化研究連絡委員会
（平成９年～）

学長 佐々木 英 忠 さん

秋田看護福祉大学

�広報大館 ２００５．４．１



市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
か
た
に
、
そ
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
対
象

と
な
ら
な
い
所
で
も
快
適
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ト
イ
レ
を
水
洗

に
で
き
る
ほ
か
、
家
庭
か
ら
の
生
活
雑

排
水
も
き
れ
い
に
し
て
放
流
す
る
の
で
、

悪
臭
や
害
虫
の
発
生
が
少
な
く
な
り
、

川
や
海
の
汚
染
を
防
ぎ
ま
す
。

私
た
ち
に
快
適
な
生
活
を
も
た
ら
し
、

自
然
環
境
に
も
優
れ
て
い
る
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
区
域

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
及
び
農

業
集
落
排
水
事
業
の
事
業
採
択
地

区
・
実
施
地
区
を
除
い
た
市
内
全
域
。

対
象
と
な
る
住
宅

一
般
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
延
べ
床
面
積
が
全
体
の
２
分

の
１
以
上
の
住
宅
に
限
る
）。た
だ
し
、

排
水
の
放
流
先
を
確
保
で
き
る
住
宅

に
限
り
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
４
日（
月
）〜
２８
日（
木
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に

は
、
５
人
槽
１５
件
、
６
〜
７
人
槽
１４

件
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分

４ 月 の 休 館 日・１０日（日）、２８日（木）、２９日（金）

４月のテーマ図書・『快適生活のススメ』

子ども読書の日読み聞かせ・２２日（金）１０時３０分

司書のおすすめ 『対岸の彼女』

既婚と未婚、働く女と家事をす
る女、子のいる女といない女。立
場が違うということは、時に女を

かっ

決裂させます。女性特有の心の�
とう

藤やむなしさが細やかな表現で描
かれています。なぜ、年齢を重ね
るのかを考えさせられる作品です。

補助金額

３７５，０００円

４３８，０００円

５５５，０００円

件数

１８件

１８件

１件

種 別

５ 人 槽

６～７人槽

８～１０人槽

著 者
矢 吹 省 司
松 本 晃 一
竹 下 節 子
中 沢 新 一
柳 田 邦 男
斎 藤 美奈子
鎌 田 なお子
山 田 祥 平
相 田 百合子
宮 尾 登美子
キム・ヨンチャン
深 町 秋 生
星 野 智 幸
水 上 勉
諸 田 玲 子
中 島 たい子
阿 部 和 重
椎 名 誠
野 田 聖 子
アレックス・シアラー
農山漁村文化協会
あさの あつこ
テリー・ブルックス
フェイス・ジェイクス
絵 門 ゆう子
Ｔｗｉｎ Ｈｅａｒｔ

図 書 名
絵本の深層心理学
アマゾンの秘密
聖女の条件
僕の叔父さん網野善彦
キャッシュカードがあぶない
物は言いよう
幸せ生活のためのマネー哲学
できるインターネット＆電子メール
自家製酵母でパンを焼く
平家物語の女たち
誰にでも秘密がある
果てしなき渇き
アルカロイド・ラヴァーズ
飢餓海峡 上、下
末世炎上
漢方小説
グランドフィナーレ
メコン・黄金水道をゆく
私は、産みたい
スノードーム
たのしくたべようたべもの絵本 全６巻
バッテリー６
シャナラの剣 上、下
ティリーのねがい
うさぎのユック
おやくそく

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

申
・
問

生
活
環
境
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
０
４
）

角田光代 文藝春秋

合
併
処
理
浄
化
槽

中央図書館 �４２－２５２５

補助件数と１基当たりの補助金額

私の本棚

スニーカーでもＯＫ
でもやっぱり長靴が
ベスト

軍手を忘れずに
汗ふきタオルも
持って来てね

と き・４月１０日（日） 雨天決行
（秋田県ビューティフルサンデー）

６時１５分～７時１０分

ところ・長木川河川敷

■参加者募集
第３５回大館・比内・田代広域圏将棋大会
と き・４月１７日（日）９時受け付け開始

（小・中学生は１３時受け付け開始）
ところ・中央公民館
参加費・１，０００円（小・中学生は無料）
申・問 日本将棋連盟大館支部 �４２―６８６２

大館
クリーンアップ大作戦

問（社）大館青年会議所 �４９―５１４０

市民の憩いの場をきれいに！

気軽に出来るボランティア

でで んん ごご んん 板板

帽子をかぶってね

広報大館２００５．４．１

ごみ袋を持っ
て来てね
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
を
目
的
に
、
今
年
も
総
合
健
診
（
人

間
ド
ッ
ク
）
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
昨
年

ま
で
の
申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対

象
市
内
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
以
上
の

か
た

申
し
込
み
方
法

昨
年
ま
で
は
、
希
望
者
の
申
し
込
み

順
に
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。
申
込
期
間
以
外
や

キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
空
き
が
生
じ
た

場
合
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
同
一
世
帯
で
も
希
望
者
１
人
に

つ
き
１
枚
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

…
往
復
は
が
き
の
記
入
内
容
…

（
１
）往
信
用
は
が
き
に
�
郵
便
番
号
�

住
所
�
氏
名
�
性
別
�
生
年
月
日

�
電
話
番
号
�
希
望
す
る
健
診
機

関
（
第
３
希
望
ま
で
）
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
市
立
総
合
病
院
希

望
者
は
「
日
帰
り
」
か
「
１
泊
２

日
」
か
を
明
記
く
だ
さ
い
。

（
２
）返
信
用
は
が
き
に
�
郵
便
番
号
�

住
所
�
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
診
さ
れ
る
か
た
の
お
名
前

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
３
）申
し
込
み
先

〒
０
１
７
―
０
８
９
７

大
館
市
字
三
の
丸
５５
番
地

保
健
セ
ン
タ
ー「
人
間
ド
ッ
ク
」係

（
４
）締
め
切
り

４
月
７
日（
木
）
当
日
消
印
有
効

抽
選
方
法

健
診
機
関
ご
と
の
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
受
診
者
を
決
定

し
ま
す
。

（
１
）抽
選
日
時

４
月
１２
日（
火
）
午
前
１０
時

（
２
）抽
選
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

受
診
可
否
通
知
書

返
信
用
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

受
診
手
続
き
日

４
月
１９
日（
火
）〜
２０
日（
水
）

健
診
実
施
期
間

５
月
２
日（
月
）〜
１１
月
３０
日（
水
）

健
診
項
目

・
基
本
健
診

・
胃
が
ん
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診

・
乳
が
ん
検
診

・
子
宮
が
ん
検
診

※
秋
田
労
災
病
院
で
は
、
子
宮
が
ん
検

診
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

同
病
院
で
は
乳
が
ん
検
診
は
別
料
金

で
の
実
施
に
な
り
ま
す
。

国国
保保
だだ
よよ
りり

※自己負担金の見方
○受診手続きと同時に、上記の表の「市に納付いただく金額」をお支
払いいただきます。

○健診機関に納付いただく金額は現在未定ですので、「受診手続き日」
にお知らせし、「受診日」に健診機関へ納付いただきます。上記の
表の「昨年度健診機関に納付した金額」をご参照ください。

保
健
師
が
、
個
別
に
健

康
へ
の
悩
み
や
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
健
康
手
帳

※
お
持
ち
で
な
い
か
た
に

は
差
し
上
げ
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

	
４２
―
９
０
５
５

会 場
釈迦内公民館
保健センター
矢立公民館
下川沿公民館

と き
８日（金）
１１日（月）
１５日（金）
２０日（水）

自 己 負 担 金
市に納付い
ただく金額

３，６００

３，６００
５，４００
３，６００
５，４００
３，６００
５，４００
３，６００
５，４００
３，６００
５，４００

昨年度健診機関に納付した金額

社保加入者

２２，７００

１５，３５０
１４，６４５
２４，０００
２６，４００
２２，７００
２３，１５０
４８，９５０
５６，７５０
２２，７００
２５，５６５

国保加入者

１１，７００

４，３５０
３，６４５
１３，０００
１５，４００
１１，７００
１２，１５０
１８，９５０
２６，７５０
１１，７００
１４，５６５

定 員

３０人

２０人

３０人
８５人

２５人

３０人

３０人

性 別

男・女

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

健 診 機 関

秋田労災病院
（日帰り）

北 秋 中 央 病 院
（北秋田市：日帰り）

秋田県総合保健センター
（秋田市：日帰り）

比内町立扇田病院
（日帰り）

大館市立総合病院
（１泊２日）

大館市立総合病院
（日帰り）

�広広報報大大館館２２００００５５．．４４．．１１

総
合
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
）の
お
知
ら
せ
申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

�
４２
‐
９
０
５
５

〜〜
申申
しし
込込
みみ
方方
法法
がが
変変
わわ
りり
まま
しし
たた
〜〜

健健診診をを受受けけるる５５つつののポポイインントト

健診を正しく受けて、
健康維持に努めましょう

精密検査を
怖がらない

検査機関の
“浮気”は禁物

円

病気の人も
きちんと受ける

５５．．

２２．．

健 診 機 関 及 び 自 己 負 担 金

年に１回は
必ず受ける

健診の結果は
記録しておく

円

３３．．

円

１１．．

４４．．

談

４月の健康相談

※時間は１０時～１１時３０分です。

お近くの会場へ

保健センターの

相康健



「
病
後
児
保
育
室
」
で
は
、
子
供
が

風
邪
な
ど
の
病
気
に
か
か
り
、
回
復
に

向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
保
育
園

な
ど
に
は
通
わ
せ
ら
れ
な
い
期
間
、
保

護
者
が
仕
事
な
ど
で
看
病
・
育
児
が
で

き
な
い
場
合
に
、
子
供
を
一
時
的
に
預

か
り
ま
す
。

と

き
月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
日
と
年
末
年

を
除
く
）
８
時
〜
１８
時

と
こ
ろ

大
館
乳
児
保
育
園
病
後
児
保
育
室

（
字
裏
町
１５
）

対

象

・
市
内
の
保
育
園
や
へ
き
地
保
育
所
、

幼
稚
園
な
ど
に
通
園
し
て
い
る
か
た

・
風
邪
や
骨
折
、
そ
の
他
の
疾
患
で
、

急
性
期
を
過
ぎ
て
回
復
期
に
あ
る
も

の
の
、
通
園
ま
で
に
は
至
ら
な
く
、

個
別
保
育
を
必
要
と
す
る
か
た
（
病

気
の
回
復
期
に
あ
る
か
ど
う
か
は
、

医
師
の
診
断
で
判
断
し
ま
す
）

・
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
、
傷
病
、
事

故
、
介
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む

を
え
な
い
理
由
が
あ
り
、
家
庭
で
看

病
・
育
児
が
で
き
な
い
か
た

※
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た
の
み
対
象

で
す
。

◎
回
復
期
と
は

・
日
常
か
か
り
や
す
い
疾
病
（
感
冒
や

下
痢
な
ど
）
は
、
急
性
期
を
経
過
し

た
状
態

・
伝
染
性
疾
患
（
風
疹
や
水
痘
な
ど
）

は
、
他
児
へ
の
感
染
期
を
経
過
し
た

状
態

・
慢
性
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
な
ど
）
は
、

症
状
が
安
定
し
た
状
態

・
外
傷
性
疾
患
（
や
け
ど
、骨
折
な
ど
）

は
、
症
状
が
固
定
し
た
状
態

定

員
１
日
２
人
（
症
状
に
よ
っ
て

は
１
日
１
人
の
場
合
も
あ
り

ま
す
）

利
用
料

生
活
保
護
世
帯

無
料

市
民
税
非
課
税
世
帯

１
、
０
０
０
円

そ
の
他
の
世
帯２

、
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

希
望
日
の
空
き
を
電
話
で
確

認
し
た
後
、
福
祉
課
に
あ
る

利
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
医
師
の
利
用
連
絡

票
（
証
明
書
）
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
原
則
と

し
て
利
用
日
の
前

日
ま
で
に
予
約
し

て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
定
員
に
空
き

が
あ
る
場
合
は
、

当
日
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

保
育
期
間
は
１
疾

病
に
つ
き
７
日
以

内
と
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、
生

後
３
か
月
か
ら
４
歳
未
満
を
対
象
に
、

市
が
集
団
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

１７
年
４
月
か
ら
は
、
生
後
６
か
月
未

満
を
対
象
に
、
４
か
月
児
健
診
の
際
、

指
定
小
児
科
で
個
別
に
接
種
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
に
お
け
る
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃
止
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
直
接
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
は
無
料
で
す
の
で
、
４
か
月
児
健

診
の
際
に
、
忘
れ
ず
に
接
種
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
接
種
日
に
生
後
６
か
月
未
満
の
か
た

（
生
後
６
か
月
に
な
る
日
の
前
々
日

ま
で
）

接
種
方
法

接
種
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

指
定
小
児
科
に
４
か
月
健
診
を
予
約

す
る
際
に
、
一
緒
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
４
か
月
健
診
時
に
接
種
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
後
日
、
指
定

小
児
科
で
接
種
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
す
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受

け
て
い
る
か
た
は
、
４
か
月
児
健
診

の
際
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
指
定
小
児
科
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報

大
館
３
月
１６
日
号
と
同
時
配
布
し
た

「
平
成
１７
年
度
予
防
接
種
・
乳
幼
児

健
診
日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病
気
回
復
期
の
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す

「
病
後
児
保
育
室
」
が
ス
タ
ー
ト

ＢＢ
ＣＣ
ＧＧ
予予
防防
接接
種種
はは

生生
後後
６６
かか
月月
まま
でで
にに
！！

申申
・・
問問

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー

�
４４２２
――
９９
００
５５
５５

申
・
問

福
祉
課
�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
４
０
７
）

生後６か月
未満

対象年齢が変わりました�

平成１７年
４月から

これまで

生後３か月
～４歳未満

広報大館２００５．４．１�



暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

第
３
号
被
保
険
者
は
、
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
た
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
か
た
で
す
。
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

は
、
市
民
課
で
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
漏
れ
が
発
生
し
や
す
い
の
は
、
配
偶
者
が
転

職
を
し
、
次
の
勤
め
先
と
の
間
に
１
日
で
も
空
白
期
間

が
あ
る
と
き
（
下
図
の
ケ
ー
ス
�
）
や
、
本
人
が
短
期

間
の
パ
ー
ト
な
ど
で
働
き
に
出
て
勤
め
先
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
（
下
図
の
ケ
ー
ス
�
）
な
ど
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
保
険
料
未
納
期
間
と
な
り
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
２
年

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
２
年
前
ま
で
は
納
付
済
み
期
間
と
な
り
、
２
年

前
以
前
は
未
納
期
間
と
な
る
）
が
、
今
回
の
改
正
で
、

２
年
前
以
前
の
期
間
に
未
届
け
出
期
間
が
あ
る
場
合
で

も
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
で
保
険
料
納
付
済
み
期
間
と

な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
、
不
安
に
思
わ
れ
る
か

た
は
、
早
め
の
届
け
出
や
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１７
年
３
月
ま
で
に
、
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
が

済
ん
で
い
る
か
た
は
、
今
回
、
届
け
出
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
口
座
振
替
（
４
月
分
を
５
月

末
日
に
引
き
落
と
し
す
る
翌
月
末
振

替
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
４
月
１

日
か
ら
は
、
毎
月
の
保
険
料
が
４０
円
割

引
に
な
る
当
月
末
振
替
（
４
月
分
を
４

月
末
日
に
）
が
始
ま
り
ま
す
。
当
月
末

振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の
か
た
は
、

新
た
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

世
帯
主
と
同
居
し
て
い
る
第
１
号
被
保

険
者
は
、
自
分
自
身
の
所
得
が
低
く
て

も
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
３０
歳
未
満
の
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
こ
の
制
度
は
平
成

２７
年
６
月
ま
で
の
時
限
措
置
で
す
）。

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

特
別
障
害
給
付
金
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
か
た
に
、
給
付
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
に
、

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
か
た
が
、
そ

の
時
期
に
生
じ
た
病
気
や
け
が
な
ど

で
障
害
を
負
っ
た
場
合
、
申
請
を
し

て
認
定
さ
れ
る
と
、
特
別
障
害
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
加
入
期
間
と
は
、
強
制
的
な

加
入
で
は
な
く
、
希
望
す
れ
ば
加

入
で
き
る
期
間
で
す
（
現
在
は
あ

り
ま
せ
ん
）。平
成
３
年
３
月
以
前

の
学
生
や
、
昭
和
６１
年
３
月
以
前

に
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

た
か
た
の
配
偶
者
が
そ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

�広広報報大大館館２２００００５５．．４４．．１１

４
月
１
日
か
ら

国国民民年年金金のの加加入入区区分分

自
営
業
、農
業
、学
生
な
ど

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
な

ど（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
か
た
）

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
配
偶
者（
専
業
主
婦
な
ど
）

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

問
市
民
課（
内
線
２
３
６
）

２２
�

４４
��

１１
��

お
得
な

「
当
月
末
振
替
」が

始
ま
り
ま
す

特
別
障
害
給
付
金

制
度
が
で
き
ま
し
た

あ
な
た
の
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は
大
丈
夫
で
す
か

３３
��３０
歳
未
満
の
か
た
へ

保
険
料
を
後
払
い

で
き
ま
す



と き・４月１６日（土）～２４日（日）
※各町内で日時を決めて実施してください。
実施内容
�町内のクリーンアップ
ごみは分別して、指定袋に入れ、それぞれの収集日に
ごみ一時預かり所に出してください。

�側溝の泥上げ
必ず土のう袋に入れて水切りをしてください。
※市では、土のう袋で水切りしたもののみ収集します。
箱類（発泡スチロール、木、ダンボールなど）や紙
袋は使用しないでください。
※泥を入れた土のう袋は、町内のごみ一時預かり所１、
２カ所にまとめてください。後日収集しますので、
場所を事前にお知らせください。

�薬剤散布
薄めた薬剤を用意しています。噴霧
器などで、側溝に散布してください。
☆土のう袋と薬剤の配布（無料）
市では、土のう袋と薬剤を用意しています。必要な町
内は、町内単位でお申し込みください。薬剤をご希望の
町内は、噴霧器やポリタンクなど、薬剤を入れる容器を
ご持参ください。
と き・４月１４日（木）、１５日（金）、２１日（木）、２２日（金）

１０時～１４時
ところ・市民体育館正面玄関前

これまで沼館のごみ焼却場（広域第一環境センター）
で焼却していた燃やせるごみは、５月２日からＰＦＩ方
式で運営されるごみ処理施設「大館クリーンセンター」
で焼却されます。
そのため５月２日から、会社や事業所などから出る事
業所系ごみや、引っ越し、大掃除などで出る一時多量ご
みのうち、燃やせるごみは「大館クリーンセンター」へ
運んでください。
※「大館クリーンセンター」は、計量から支払いまで、持
ち込みしたかたが操作する自動料金徴収システムです。

処理開始
５月２日（月）
受付時間
月曜日～金曜
日の８時４０分
～１２時、１３時
～１６時３０分

処理料金
１００㎏につき
３１０円

と こ ろ

大館市役所〈成分〉

十二所 特別養護老人ホームつくし苑

軽井沢福祉園

餌釣 マックスバリュ大館南

下代野 特別養護老人ホーム水交苑

清水４丁目（株）伊徳本社

いとく大館ショッピングセンター

清水４丁目 同和通運（株）

清水２丁目 ＴＳＵＴＡＹＡ大館店

大茂内（株）大館製作所

と き

９：００～１２：００

１３：００～１５：３０

９：００～９：４０

１０：００～１０：４０

１２：００～１４：００

９：００～１０：００

１０：３０～１２：００

１３：３０～１６：００

９：００～１０：００

１１：００～１３：００

１４：３０～１６：００

５日

（火）

７日

（木）

２２日

（金）

２７日

（水）

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

中央公民館内少年相談センター
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４

中央公民館内教育研究所
�４３－２２０８

市 役 所 市 民 相 談 室
（内線２１４）

市 役 所 会 議 室
（内線３４８）

市 役 所 会 議 室
（次回は５／１１）（内線３４８）

総 合 福 祉 セ ン タ ー
�４２―８１０１

総 合 福 祉 セ ン タ ー
上 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
二 井 田 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：００～１５：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

９：３０～１５：００

９：３０～１２：００
（予約制）

１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木

毎週
月～金

毎週
月～金

１３日
（水）

２６日
（火）

６日
（水）

１４日
（木）
１１日（月）
１５日（金）
２０日（水）
２２日（金）
２５日（月）
２８日（木）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

非行、いじ
め、子育て

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

問大館周辺広域市町村圏組合�４２－１２２９

問生活環境課（内線２０６）

燃燃ややせせるるごごみみはは「「大大館館ククリリーーンンセセンンタターー」」へへ

春春のの大大掃掃除除

５５月月２２日日かからら持持ちち込込みみ場場所所がが変変わわりりまますす

みみんんななでで街街ををききれれいいににししよようう

成分献血は予約制
大館保健所�５２－３９５５

相談は無料です
お気軽に

ご相談ください

と き・毎週金曜日（祝日を除く）１３：００～１６：００
ところ・サンクレア大館 相談料・３０分まで５，０００円
内 容
法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて（予約制）

申・問秋田弁護士会法律相談センター�０１８－８９６－５５９９

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談

月

月

４４

４４

広報大館２００５．４．１

血

談

献

相

�



募

集

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数

▽
水
門
前
住
宅
・
１
戸

▽
御
成
町
住
宅
・
１
戸

住
宅
の
規
模
と
家
賃（
月
額
）

・
水
門
前
住
宅

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
０
、７
０
０
円
〜
４
５
、４
０
０
円

・
御
成
町
住
宅

２
Ｋ

７
、４
０
０
円
〜
１
６
、２
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得
、

年
齢
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必

要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
４
月
４
日
〜
１５
日

入
居
時
期
・
５
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
４
月
２０
日（
水
）１０
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

※
抽
選
は
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
出

席
が
必
要
で
す
。

都
市
計
画
課（
内
線
３
１
０
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

□
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
か
た

（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
２８

歳
未
満
の
か
た
）

□
歯
学
、
薬
学
幹
部
候
補
生

２０
歳
以
上
３０
歳
未
満
の
か
た
（
歯

科
）、
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
か

た
（
薬
剤
科
）

※
応
募
資
格
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

４
月
４
日（
月
）〜
５
月
１３
日（
金
）

第
１
次
試
験

５
月
２１
日（
土
）、
２２
日（
日
）

自
衛
隊
秋
田
地
方
連
絡
部
大
館

出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）」
受
講
者

聴
覚
障
害
者
の
生
活
や
関
連
す
る

福
祉
制
度
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
、

日
常
生
活
に
必
要
な
手
話
表
現
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

と

き（
全
２０
回
）

５
月
１０
日
〜
９
月
２７

日
毎
週
火
曜
日（
８
月
１６
日
を
除

く
）１８
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

と
こ
ろ
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象
１８
歳
〜
４０
歳
で
初
め
て
手
話
を
学

ぶ
か
た

受
講
料
・
１
、４
７
０
円（
教
材
費
）

定

員
・
３０
人（
先
着
順
）

受
け
付
け
開
始
・
４
月
４
日（
月
）

福
祉
課（
内
線
４
１
０
）

そ

の

他

ご
活
用
く
だ
さ
い

国
際
交
流
助
成
制
度

市
で
は
、
海
外
に
出
掛
け
て
外
国

人
と
の
交
流
や
研

修
を
す
る
か
た
に
、

経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
対
象
経
費

渡
航
費
用
、宿

泊
料
、受
講
料

な
ど（
観
光
を
主
な
目
的
と
す
る

旅
行
や
留
学
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）

助
成
額

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
１（
人

数
に
よ
る
限
度
額
が
あ
り
ま
す
）

企
画
振
興
課（
内
線
２
６
９
）

ま
ち
づ
く
り
団
体
事
業
費

補
助
金
の
ご
案
内

市
で
は
、
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
事
業
を
実

施
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
活
性
化

・
環
境
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
、
文

化
な
ど
の
向
上

・
地
域
連
携

・
そ
の
他
、
地
域
住
民
の
生
活
向
上

補
助
額

補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
以

内
締
め
切
り
・
４
月
２８
日（
木
）

企
画
振
興
課（
内
線
２
６
９
）

外
国
人
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
！

□
生
活
相
談

「
外
国
籍
市
民
く
ら
し
の
サ
ポ
ー

タ
ー
」
が
、
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
、

質
問
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。

受
け
付
け
電
話

０
９
０
―

３
６
４
２
―

６
４
２
８

（
サ
ポ
ー
タ
ー
高
橋
さ
ん
）

受
付
時
間
・
毎
週
金
曜
日
１０
時
〜
１５
時

相
談
料
・
無
料

対

象
・
本
人
と
そ
の
家
族

□
日
本
語
教
室

日
本
語
の
会
話
や
読
み
書
き
な
ど

を
学
習
し
ま
す
。

と

き
・
毎
週
水
曜
日
１０
時
〜
１２
時

（
４
月
は
１３
日
、
２０
日
、
２７
日
）

と
こ
ろ

北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
字
大
町
５７
）

対

象
大
館
市
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る

か
た（
ま
た
は
住
む
予
定
の
か
た
）

参
加
料
・
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

※
ご
希
望
の
か
た
は
、
学
習
日
に
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
振
興
課（
内
線
２
６
９
）

休
館
し
ま
す

湯
夢
湯
夢
の
里
温
水
プ
ー
ル

機
械
点
検
・
水
交
換
の
た
め
休
館

し
ま
す
。

休
館
期
間

４
月
１１
日（
月
）〜
１８
日（
月
）

※
５
月
下
旬
ま
で
は
２５
ｍ
プ
ー
ル
の

み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。
流
水
プ

ー
ル
の
利
用
は
６
月
か
ら
で
す
。

※
湯
夢
湯
夢
の
湯
は
平
常
ど
お
り
営

業
し
ま
す
。

観
光
物
産
課（
内
線
２
８
３
）

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問問

問

申し込み先など
受け付けは４／５
から。サンクレア
大館

�４５－０５１５
受け付けは４／１
～７。応募者多数
の場合は抽選。職
業訓練センター

�４３－５８１７

定員

１８人
（先着順）

２０人

費 用 ・ 持 ち 物 な ど
５歳未満の犬を飼っているかた
を対象に、犬のしつけ訓練や犬
の習性、病気、飼い方などを学
びます。受講料（１５，０００円）。

ワードでの文書作成や編集、表
や図の盛り込み方などを学びま
す。受講料（３，０００円）、教材費
（２，０００円）。

と き

５月７日～９月１７日
毎月第１・３土曜日

１３：３０～１６：００

４月１３日（水）、１５日（金）、１８日
（月）、２０日（水）、２２日（金）、２５日
（月） １８：３０～２１：００

ところ

サンクレア
大 館

職業訓練
センター

教 室 ・ 講 座 名

愛 犬 し つ け 教 室
（全１０回）

ワ ー ド ２００３ 基 礎
（全６回）

�広報大館２００５．４．１

市 役 所
�４９－３１１１

「火は消した？ いつも心に きいてみて」
４月３日（日）から４月９日（土）は「春の火災予防運動」です。 広域消防署�４３―４１５１

お知らせ

教室・講座参加者募集



秋
田
杉
を
使
っ
て

住
宅
を
建
て
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
木
材
産

業
の
振
興
と
秋
田
杉

の
需
要
拡
大
を
目
的

に
「
大
館
市
秋
田
杉

集
成
材
等
需
要
拡
大
事
業
費
補
助
金

交
付
制
度
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

秋
田
杉
を
使
用
し
た
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
し
よ
う
と
す
る
か
た

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額

限
度
額
・
１０
万
円

※
旧
制
度
の
「
大
館
市
木
材
需
要
拡

大
・
定
住
促
進
事
業
補
助
金
制

度
」
の
Ａ
タ
ー
ン
者
世
帯
へ
の
補

助
金
加
算
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
課（
内
線
２
８
６
）

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

大
館
市
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
広

域
交
流
セ
ン
タ
ー
隣

り
）
で
は
、
体
に
障

害
の
あ
る
か
た
を
対
象
と
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
（
創
作
的
活
動
教
室
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

・
い
き
い
き
３
Ｂ
体
操

（
第
１
・
３
月
曜
日
）

・
美
術（
第
１
・
３
火
曜
日
）

・
粘
土（
第
２
・
４
火
曜
日
）

と
う

・
籐
工
芸（
第
１
・
３
水
曜
日
）

・
ち
ぎ
り
絵（
第
２
・
４
木
曜
日
）

・
パ
ソ
コ
ン（
第
１
・
３
金
曜
日
）

※
活
動
時
間
は
１３
時
〜
１６
時
で
す
。

※
参
加
し
た
い
か
た
、
見
学
し
た
い

か
た
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
利
用
す
る
か
た
の
世
帯
の
課
税
状

況
に
よ
っ
て
は
利
用
料
が
掛
か
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
祉
課（
内
線
４
１
０
）

引
っ
越
し
の
５
日
前
ま
で
に

水
道
課
へ
ご
連
絡
を

４
月
は
転
入
や
転
出
に
よ
る
水
道

料
金
の
精
算
や
水
道
の
開
閉
栓
な
ど

で
、
水
道
課

が
大
変
込
み

合
い
ま
す
。

引
っ
越
し
の

５
日
前
ま
で

に
、
水
道
課

に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
、
基
本
料

金
が
そ
の
ま
ま
請
求
さ
れ
た
り
、
す

ぐ
に
水
が
使
え
な
か
っ
た
り
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
・
入
居
の
際
に
は
、
蛇

口
と
凍
り
止
め
栓
を
し
っ
か
り
閉
め
、

水
が
出
て
い
な
い
こ
と
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
課（
内
線
２
９
５
）

滝
の
沢
温
泉
を
廃
止
し
ま
し
た

建
物
の
老
朽
化
と
、
利
用
者
の
安

全
面
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

花
岡
町
の
滝
の
沢
温
泉
を
３
月
３１
日

で
廃
止
し
ま
し
た
。

観
光
物
産
課（
内
線
２
８
３
）

市

民

の

善

意

▽
教
育
委
員
会
扱
い

平
成
１７
年
花
岡
地
区
合
同
歳
祝
会

Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
１
台

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
く
し
苑

扱
い

大
館
婦
人
会

タ
オ
ル
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

西
村
久
幸
さ
ん（
常
盤
木
町
）１０
万
円

佐
藤
耕
一
さ
ん（
古
川
町
）
５
万
円

大
館
地
区
あ
き
ぎ
ん
会

１
８
９
、１
０
０
円

田
中
イ
ヨ
さ
ん（
舟
場
）
ぞ
う
き
ん

と き
４月２９日（金）みどりの日
７時～７時３０分
（６時４０分までに集合）
ところ
桂城小学校グラウンド

※参加を希望する町内は４月５日（火）までにお申し
込みください。

※当日６時に開催合図の花火を打ち上げます。雨天
の場合は中止です。

４月１日から、ペット霊園の施設使用料が変わり
ます。
�体重３０㎏以上のペットの火葬場使用料を新たに設
定しました。

�納骨堂使用料を新たに設定しました。
�市民以外の火葬場使用料を改正しました。
施設使用料

ペット霊園は、友引、年末年始、春分の日、秋分
の日を除いて、ご利用いただけます。
火葬の際は、事前に予約が必要ですので、生活環

境課またはペット霊園までどうぞ。

４月、５月は市税滞納整理強化月間です。市県民
税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税など
の納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。
もし納め忘れがある場合は至急納め

てください。
納付には、便利で確実な口座振替を

お勧めします。

申
・
問

申
・
問

問

問

大館市民
以 外
２１，０００円

１６，８００円

１２，６００円

６，３００円
１，０００円
無料

大館市民

１０，５００円

８，４００円

６，３００円

３，１５０円

体重３０�以上のペット
体重１５�以上３０�未満
のペット
体重３�以上１５�未満
のペット
体重３�未満のペット

ペット納骨堂
ペット霊安室

ペ
ッ
ト
火
葬
場

使
用
量

種
類

３
�以

上
１
・
５
�
以
上

３
�
未
満

秋
田
杉
集
成
材

１０
万
円
７
万
円

秋
田
杉
乾
燥
材

７
万
円
５
万
円

市税の納付もう一度ご確認を
問 収納課（内線２２５）

納め忘れはありませんか

施設使用料が変わります
申・問 生活環境課（内線２４７）

ペット霊園�４２―２５９１

大館市ラジオ体操会開始大会
申・問 中央公民館 �４２―４３６９

大館市ペット霊園

今年も始まります！

広報大館２００５．４．１�




